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私は社長の友野宏です。

住友金属の中間報告書をご覧いただき、ありがとうご

ざいます。また、株主の皆様の日頃のご理解とご支援に

対し、経営陣を代表して心からお礼を申し上げます。

まず、当社グループが、当上半期において1,517億

円と、ほぼ前年同期並みの経常利益をあげたことを

ご報告申し上げます。通期では、前年度並みの3,000

億円を見通しています。これを受けて、中間配当を

１株あたり５円とさせていただきました。通期では10円の配当を予定していま

す。

米国発の世界的金融危機の実体経済への波及が懸念されておりますが、当社

は「差別化を加速」し、ダウンサイドリスクに強い体質のなお一層の強化に努

めてまいります。

経常利益 

過去の収益 
変動レンジ 

前中期計画期間 
02-05

現中期計画期間 
06-08 今後 

業績のダウンサイドリスクを抑えた、持続的な成長 

89 92 95 98 02 0805 06

目指す
収益と 

　　　
変動レン

ジ 

社長メッセージ：株主の皆様へ



2

このように当社は、シームレスパイプ、自動車用鋼板そして鉄道用車輪・車

軸をはじめとする差別化された製品に注力しています。この戦略により、「質」

と「規模」のバランスのとれた成長を実現してまいります。また、企業価値向

上のためには、｢信用を重んじ、確実を旨とし、浮利にはしらない」との言葉

に代表される住友の事業精神、お客様との信頼関係、いきいきと働く従業員や

卓越した技術などの「見えない資産」を磨くことが大切だと考えています。

こうした取組みにより、株主の皆様をはじめとして、お客様、お取引先、

地域社会の皆様、そして従業員を含めた全てのステークホルダーの皆様から、

より一層信頼される会社になることが私たちの目標です。

そのためには、皆様との対話を通じた密接な関係が大切だと考えています。

皆様のご意見をお聞かせください。

代表取締役社長

友野　宏

見えない資産 

見えない資産 

見える資産 物的資産 金融資産 

人的資産 

顧客資産 

技術資産 

成長を支える資産 成長の方向 

組織資産 

見える資産 

見えない資産 

規模の拡大 

質
の
向
上 

やること 
「質」と「規模」の 
バランス重視 

やらないこと 
規模の拡大のみを 
追求する 
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3,276
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売上高 
（左目盛り） 

ROS＝営業利益÷売上高 

通期ROS（右目盛り） 

上半期 

通期 

上半期 

通期 

連結財務ハイライト

当上半期の経常利益は前年同期並みの1,517億円でした｡
米国発の世界的金融危機の実体経済への波及が懸念されておりますが、当社

は「差別化の加速」の推進により、ダウンサイドリスクに強い体質のなお一層
の強化に努めてまいります。
通期では、前年度並みの3,000億円の経常利益を見通しています。
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 ROA＝支払利息前経常利益÷ 
総資産（期中平均） 

ROA（右目盛り） 

借入残高 
（左目盛り） 

自己資本比率＝自己資本÷総資産 

自己資本比率（右目盛り） 

総資産・ROA 借入残高・自己資本比率 
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（単位：億円）

科　　目
当第2四半期
連結累計期間
平成20年4月 1日から
平成20年9月30日まで（ ）

四半期連結貸借対照表

科　　目
当第2四半期
連結会計期間末
（平成20年9月30日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

評価・換算差額等

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

8,164

17,457

11,200

49

6,207

25,622

8,350

7,435

15,786

9,322

2,620

618

6,987

△ 904

32

481

9,835

25,622

※本冊子に記載しております金額については、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

（単位：億円） 四半期連結損益計算書 （単位：億円）

科　　目
当第2四半期
連結累計期間
平成20年4月 1日から
平成20年9月30日まで

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

税金等調整前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

少数株主利益

四半期純利益

9,813

7,803

2,010

702

1,307

387

178

1,517

1,517

498

73

24

920

（ ）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

922

△ 935

△ 11

2

△ 21

連結財務諸表の要旨
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売上高の約2割、利益の4割弱がエ
ネルギー分野です。

エネルギー産業における重要な製品で高い世界シェアを持っています。

世界のエネルギー需要は、BRICs
をはじめとする開発途上国の経済成
長を背景に成長が見込まれます。

縡成長が見込まれるエネルギー分野が得意です

出所：World Energy Outlook 2007 
Mtoe＝石油換算百万トン 

エネルギー分野の割合 世界の原油・天然ガス需要量推計 

原油 

天然ガス 

2005年 2015年 2030年 

2,354 3,044 3,948

4,000
4,720

5,585

（Mtoe） 

約2割 

4割弱 

＋22％ 
＋23％ 

売上高 

利益 

高合金油井管

（原油採掘現場）

超々臨界圧火力発電用ボイラチューブ

（火力発電：ボイラ室内）

原子力発電向け蒸気発生器用伝熱管

（原子力発電所）

水力発電ペンストック用60kg鋼以上厚板

（水力発電：ペンストック）33％
90％ 80％

40％

住友金属グループの事業展開：エネルギー分野に注力しています

世界シェア

（原子力発電：蒸気発生器）

ペンストック
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住友金属グループの事業展開：エネルギー分野に注力しています

石油・天然ガス開発に使われる

シームレスパイプや厚板など。

縒エネルギー産業のあらゆる分野で強みを発揮しています

加圧器 

原子炉格納容器 

原子炉圧力容器 

燃料 
冷却材 
ポンプ 

循環水 
ポンプ 

復水器 

発電機 タービン 

（海水） 

温排水 
冷却水 

給水ポンプ 

水 

制御棒 
蒸気 

水 

水 

蒸
気
発
生
器 

開発・採掘

高効率発電を可能にする超々

臨界圧火力発電用ボイラチュー

ブ、原子力発電向けの蒸気発生

器用伝熱管や、水力発電向けペ

ンストック用の引張強度60kg以

上の厚板など。

発電

石油･天然ガスなどの輸送パイプラ

イン用の厚板や大径管。

輸送

LNG（液化天然ガス）の貯蔵タンク

向け極低温用厚板｡

貯蔵

デッキ用 
高靭性厚板・ 
高強度Ｈ形鋼 

石油・天然ガス採掘用 
油井管 

テンドンパイプ 
（係留用鋼管） 

輸送用 
ラインパイプ 

総重量：約2万トン 
海面からの高さ：約100m 
デッキ広さ：約6,000㎡ 

原子力発電のしくみ

パイプラインの敷設現場

LNGタンク

石油・ガス採掘用海洋構造物（海洋リグ）
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縱新設備への投資

縟お客様からの高い評価

高級シームレスパイプの

増産投資が本年6月末に完了

し、シームレスパイプの年

間製造能力は10万トン増加

し、120万トンとなりました。

当上半期においては、世界最大

の海洋リグメーカーのケッペルフェ

ルス社殿（シンガポール）より、20年

以上の高級厚板納入による信頼関

係への感謝のしるしとして、記念品

を授与されました。

和歌山製鉄所（海南）小径製品工場 新精整設備

感謝記念品（当社厚板で建設した海洋リグの模型）



9

常陸宮殿下より恩賜発明賞を授与

縉高い技術開発力への評価

日本政策投資銀行（DBJ）より環

境格付け融資を受け、格付け結果は

「環境への配慮に対する取り組みが

特に先進的」と評価されました。

本年6月に、「超高強度耐サワー低合

金油井管の発明」で、社団法人発明協

会による全国発明表彰の中で最高位の

「恩賜発明賞」を受賞しました。

この製品は、CO2発生量が少ない

クリーンエネルギーである天然ガスの

採掘現場で活躍しています。

天然ガス層 

深度3,000~5,000m

海洋リグ 

天然ガスは高深度 
の腐食性が高い 
井戸から産出 

当社製造工程 
での発生 

当社製造工程の 
 CO2発生 

当社製品による 
 CO2抑制 

-80

-40

40
（百万トン／年） 

（当社推定） 

CO2発生量 （2007年度） 

0

-120

1億2,000万トン／年 

当社製品による 
削減効果 

2,660万トン／年 

4.5倍

地球環境保全への貢献：地球に優しい企業を目指します

住友金属はCO2削減に大きく貢献しています 外部から高い評価をいただいています
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縡株主の皆様への利益還元

当社株式を長期にわたりご所有い

ただけるよう、 安定配当の継続を基

本方針としています。

縒株主様工場見学会ご招待

当社株主の皆様に、当社の事業内容をより深くご理解いただくために、1万株

以上ご所有の株主の皆様を工場見学会にご招待しています。鹿島製鉄所、和歌

山製鉄所、製鋼所および住友金属小倉で実施しています。

12：00 集合、昼食
12：40 鹿島製鉄所の概況説明
13：10 バスにて製品と原料岸壁の見学
13：40 第１高炉見学
14：20 熱延工場見学
15：10 当社経営概況の説明、質疑応答
15：45 解散

株主様工場見学会の一日（本年10月上旬に実施した鹿島製鉄所の例）

第1高炉で溶けた鉄を見学 熱延工場を見学

原料岸壁をバスで見学

（単位：円） 

（年度） 

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H16 H17 H18 H19 H20
（予定） 

0.0

株主の皆様とともに：安定配当で皆様のご期待に応えます



本中間報告書に関するお問合せ先
住友金属工業株式会社　広報・IR部
電話：03－4416－6115
メールアドレス：pr@sumitomometals.co.jp
ホームページアドレス：http://www.sumitomometals.co.jp/

※本お知らせは、平成20年10月末時点の情報に基づき作成しております。
今後公布される法律、政・省令等により、変更になる可能性があります。

「ほふり」に
預託されな
かった株主様

平成21年1月5日から平成21年1月25日までの間は、買取請
求の受付を停止させていただきます。
また、平成20年12月25日から平成20年12月30日までの
間にご請求いただいた場合、代金のお支払いは平成21年1月
26日以降とさせていただきます（買取価格は請求受付日の終
値を適用）。

縡株券電子化実施日後は住所変更等株式に関するお届出およびご照会等の窓口が以下の
とおり変更されます。

縒株券電子化実施日前後は以下の制限がありますので、ご注意ください。

お手元にお持ちの株券の
「ほふり」への預託

特別口座から証券会社の
口座への振替

単 元 未 満
株式の買取
請求

「ほふり」に
預託された
株主様

株券電子化実施日（平成21年1月5日）の約2週間前の日から
「ほふり」への株券の預託ができません。
＊株券を預託いただける期限は、証券会社により異なりますの
で、お早めにお手続きください。

株券電子化実施日（平成21年1月5日）から約3週間後までの
間は、特別口座から証券会社の口座への振替はできません。

株券電子化実施日（平成21年1月5日）の約2週間前の日から実
施日前日までの間は、証券会社では取次ぎを行わないこととなっ
ております。
＊具体的な日程等は、口座を開設する証券会社にご照会く
ださい。

蛬 蛬

株主様が口座を開設する証券会社に
ご照会ください。

株主様の権利を保全するために、住友
信託銀行株式会社に当社が株主様名義
の口座（特別口座）を開設いたします。
特別口座に関するご照会等は、住友信
託銀行株式会社証券代行部にお願いい
たします。7 0120-176-417

株券電子化実施前までに株券を「ほふ
り」（株式会社証券保管振替機構）に

預託された株主様

株券電子化実施前までに株券を「ほふ
り」（株式会社証券保管振替機構）に

預託されなかった株主様

お知らせ：平成21年1月5日に株券電子化が実施されます


